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特集　冷戦変容期の南アジア世界
特集の趣旨説明
渡　辺　昭　一
ポスト冷戦を迎えて，中国のグローバル戦略の展開が激しさを増してきているが，その
ためか，世界各地において中国との関係が問われている。中国と隣接するアジア諸国との
領土問題をはじめ，東アジア世界における海上覇権の争いが厳しさを増している。かつて
は米ソを中心とした両陣営の対立構図であったが，今や中国とアメリカを中心とした構図
に変容しようとしている。
こうした 21世紀の国際秩序体制を考えるとき，第二次世界大戦後新たな国際秩序がど
のように再編されたのかを検討する意味があろう。20世紀の国際秩序体制の支柱は，言
うまでもなく冷戦にあり，その構造や変遷について多くの研究が積み重ねられてきた。し
かし，南アジアについては，冷戦という体制が比較的真空状態（「遅れた冷戦」）が続いた
といわれている。ヨーロッパ，西アジア，東南アジア，東アジアにおける米ソの対立構造
と比較すると，南アジア世界においては両陣営の対立が起こりにくい状況にあった。イギ
リスの影響力やアジアの自立性など様々な要因が考えられる。
本講演では，国際情勢の緊迫化によって 1960年代初頭に一気に緊張状態に陥った南ア
ジア世界をめぐる諸相を冷戦期の東アジアとの関係や比較も視野に入れて考えてみる。
長い間イギリスの植民地支配に置かれていた南アジア諸国は，独立後もイギリス・コモ
ンウェルス体制への残存を決意し，イギリスとの関係を維持していた。しかし，カシミー
ルをめぐりインドとパキスタンとの間で紛争が勃発し，両国の対立がますます過激化する
中で，パキスタンが次第にアメリカとの関係を強めていった。他方，インドは，中国，イ
ンドネシアとともに非同盟会議（バンドン会議）にて「平和 10原則」を決議し，冷戦下
での第三勢力の道を提示し，アジアの指導的立場を目指していた。その後キューバ危機，
印パ対立の激化，東南アジアでの共産主義勢力の拡大といった危機的状況に直面して，
1961年 11月，ケネディとネルーとの間で歴史的会談が実現した。
インドは，政治的のみならず経済的そして軍事的自立化を図るために，イギリスやアメ
リカをはじめとして欧米諸国，やがてはソ連からの支援を得るための冷戦外交を展開する
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が，インド五か年計画を推進していく中で，非同盟・中立主義のインドでは軍事的自立化
（自主国産）よりも防衛体制の自立化（自主国防）を先行させて国防体制の強化が図られ
ていった。その過程で 1960年代にはインド南部のバンガロール（現ベンガルール）に軍
事産業都市が誕生した。ここに最先端の技術が集約され，航空機産業，電気・電子・重機
械産業，さらには工科大学や各種試験施設などが集中し，冷戦後にはインド国内で有数な
先端的な ICT産業都市に変容していったのである。　本特集は，その一端を明らかにす
ることを目指している。
